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　学 　校 　便 　り　第２号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲斐市立　敷島小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年５月１５日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
　 文責　新海宏子　　

　 校庭のえのきやひのきの大木の木陰を心地良く感じる季節となりました。私は先週の半ばに学校に復帰致しました。ひと月の療養休暇をいただく間に季節はすっかり初夏の装いになっておりました。年度始めの大切な時期に不在でご迷惑をおかけいたしましたがご理解とご協力に感謝いたします。顔を合わせる児童から「お帰りなさい」「復活おめでとう」「大丈夫ですか？お大事に」・・等々暖かい言葉をかけてもらったり、優しい眼差しやにこにこ顔で迎えてくれたり、どの子もどの子も本当に私の復帰を歓迎してくれました。 

　心優しい子ども達との久しぶりの対面に感激しました。どんな高価な薬や治療より元気が出るような気がします。頭と、体のリハビリをまじめにして１日も早く１００％の体力を取り戻せるよう頑張りますので宜しくお願いします。 

　５月１１日には６年生が修学旅行から戻り、出かける前より一回り大人の表情・雰囲気になったような気がしました。学校では出来ない貴重な体験や学習を心や体に刻んできたに違いありません。これからのファミリーのリーダーとしての活躍が楽しみです。 

　１年生の保護者の皆様には給食試食会へご出席いただきありがとうございました。沢山の感想やご意見をいただきましたので今後の参考とさせていただきます。食教育の重要性が叫ばれていますが、こればかりは家庭と学校で共に連携して知恵を出しながら取り組まなければなかなか成果は得られません。食べることを通して学んだり、人とつながることができる価値ある活動と考えています。究極の目標は生きる力を付けることです。　　 

　 

　 　校庭南の切り株で不審火がありました 

　 ５月１２日土曜日の夜校庭南側フェンス沿いにある古木の切り株から煙りが出ており内部が炭火状態で赤くなっているとの通報をご近所の方が警察並びに本校職員にしてくれました。 

　他の生木や学校の建物、ご近所への被害がなかったのが幸いでした。現場検証を行いましたが出火原因は不明です。登校してきた児童が過度な不安感を持つことがないように月曜日に緊急の全校集会を開き、大切な思い出や財産、人の命までもなくす怖い行為で絶対にあってはならないこと等を話しました。警察の方でもパトロールを強化してくれるとのことです。
　　　　　 学校評議員を紹介いたします
この制度は地域に開かれた学校として、保護者や地域住民代表の考えや意見を学校運営に反映し地域や保護者に信頼される学校を創っていくためのものです。今年度は次の４名の方が教育委員会から委嘱され、公私共にお忙しい中を引き受けて下さいました。昨年度に引き続いての方もおられます。

＜ アイウエオ順です ＞
小田切　昭様（社会福祉協議会理事）　　　小河原久美様（前敷島小ＰＴＡ会長）坂本　勝一様（前大栄自治会長）　　　　松土　文恵様（主任児童委員）
